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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月16日(2019.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーを含むポリマーナノ粒子；及び
　ポリマーナノ粒子内に封入される感光性化合物を含む組成物であって、
感光性化合物は、以下の式を有するフタロシアニン又はフタロシアニン誘導体であり、
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【化１】

　ここで、Ｒ１～Ｒ１６は、水素、ハロゲン、ＮＯ２、シアノ、アミノ、アミノカルボニ
ル、アミノスルホニル、カルボキシル、カルボキシルエステル、脂肪族、ヘテロ脂肪族、
アリール、アリールオキシ、アリールチオ、ヘテロアリール、ヘテロアリールオキシ又は
ヘテロアリールチオから独立して選択されるか、或いは任意の２つの隣接Ｒ基が一緒にな
ってアリール、ヘテロアリール、シクロアルキル又はヘテロシクロアルキル環を形成し；
及び
　Ｍは、場合によって１つ以上の疎水基で置換されているＳｉ（ＯＨ）２である、上記組
成物。
【請求項２】
　フタロシアニン誘導体は、以下の式を有するナフタロシアニンであり、

【化２】

　ここで、Ｒ１７～Ｒ３２は、水素、ハロゲン、ＮＯ２、シアノ、アミノ、アミノカルボ
ニル、アミノスルホニル、カルボキシル、カルボキシルエステル、脂肪族、ヘテロ脂肪族
、アリール、アリールオキシ、アリールチオ、ヘテロアリール、ヘテロアリールオキシ又
はヘテロアリールチオから選択されるか、或いは任意の２つの隣接Ｒ基が一緒になってア
リール、ヘテロアリール、シクロアルキル又はヘテロシクロアルキル環を形成する、請求
項１に記載の組成物。
【請求項３】
　Ｒ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１２、Ｒ１３及びＲ１６～Ｒ３２は、全て水素であ
る、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　Ｍは、ケイ素ビス（トリヘキシルシリルオキシド）、ヒドロキシシリルメチルコハク酸
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又はジメチルＯ，Ｏ’－シランジイルジコハク酸である、請求項１～３のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項５】
　感光性化合物は、以下から選択される、請求項１に記載の組成物
【化３】

又は
【化４】

【請求項６】
　感光性化合物は、以下である、請求項１に記載の組成物
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【化５】

【請求項７】
　ポリマーが、ポリエチレングリコール－ブロック－ポリカプロラクトン（ＰＥＧ－ｂ－
ＰＣＬ）、メトキシポリエチレングリコール－ブロック－ポリカプロラクトン（ｍＰＥＧ
－ｂ－ＰＣＬ）、又はポリエチレングリコール－ブロック－ポリバレロラクトン（ＰＥＧ
－ｂ－ＰＶＬ）である、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　ポリマーが、ｍＰＥＧ－ｂ－ＰＣＬである、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　感光性化合物が、０．０１ｍｇ／ｍＬ～２．０ｍｇ／ｍＬの濃度でナノ粒子に充填され
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　感光性化合物が、０．０５ｍｇ／ｍＬ～０．３ｍｇ／ｍＬの濃度でナノ粒子に充填され
る、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　感光性化合物が、０．４ｍｇ／ｍＬ～１ｍｇ／ｍＬの濃度でナノ粒子に充填される、請
求項９に記載の組成物。
【請求項１２】
　ポリマーは、１３，０００Ｄａ～２０，０００Ｄａの平均分子量を有する、請求項１に
記載の組成物。
【請求項１３】
　光感作化合物は、以下であり

【化６】

　及び
　ポリマーは、約１５，０００Ｄａの平均分子量を有するｍＰＥＧ－ｂ－ＰＣＬである、
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請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物、及び薬学的に許容可能な添加剤を含む
、医薬品。
【請求項１５】
　がんの治療及び／又は診断に使用するための、請求項１～１３のいずれか一項に記載の
組成物、又は請求項１４に記載の医薬品。
【請求項１６】
　がんが、卵巣がん、乳がん、前立腺がん、膵臓がん、頭頸部がん、肝臓がん、又は皮膚
黒色腫である、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　治療又は診断方法において使用するための、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組
成物。
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